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誰がアップグレードを行うか 

重要: Oracle GoldenGate へのアップグレードは、プロセスの制御やステータス情報の取

得に必要なコマンドについて十分な知識を持つ管理者が行う必要があります。 

パラメータや環境を変更する必要があるかの判断 

アップグレード処理を実行する前に、『Oracle GoldenGate バージョン 11.1.1.1 リリー

ス・ノート』の新機能に関する項を読んで、新しいリリースが構成の次の項目に与える

影響を判断してください。 

o 新しいデフォルトのプロセス動作 
o 変更された、または非推奨になったパラメータ 
o 必要な新機能をサポートするために追加されたパラメータ 
o TABLE 文または MAP 文の変更が必要となる新しいデータ型のサポート 
o データベースの変更が必要になるネイティブ・データベース・コンポーネントと

の対話 

アップグレードを開始する前に新機能をよく理解して、環境に必要な変更を行う準備を

完了しておく必要があります。詳細は、Oracle GoldenGate のインストレーション・ガイ

ド、管理者ガイドおよびリファレンス・ガイドを参照してください。 

アップグレード時の遅れの防止 

アップグレード時に Oracle GoldenGate プロセスを停止します。開始の遅延により遅れが

生じないようにするには、パラメータのすべての変更を事前に行ってプロセスの再起動

時には準備が完了しているようにすることをお薦めします。プロセスの実行中にパラ

メータを変更することはできませんが、次のことが可能です。 

1. パラメータ・ファイルのコピーを作成します。 
2. コピーを編集します。 
3. アップグレード処理中にプロセスを停止した後、古いパラメータ・ファイルをコ

ピーして新しい名前を付けます(バックアップ保存用)。 
4. 新しいパラメータ・ファイルをコピーして古いパラメータ・ファイルの名前を付

けます。 

Oracle Enterprise Editionソースのインストール前の手順 
ここに記載されている説明は Enterprise Edition v10.2 以降に適用されます。これらのバー

ジョンの Oracle GoldenGate では、Extract はデフォルトでログ保持を管理します。この新

機能では、次の点に注意する必要があります。 
 

o アップグレードすると各 Extract プロセスは自動的にデータベースに登録され、

プロセスごとに現在のリカバリ要件に基づいてログ保持が開始されます。  



Oracle® GoldenGate Windows and UNIX アップグレード・インストラクション 
11g リリース 1 パッチセット 1 (11.1.1.1.0) 

E49739-01 (原本部品番号: E22505-01) 

5 

o Oracle Streams の Capture プロセスは、Extract プロセスごとに作成され、そのプ

ロセスと同じ名前になります。これらの Capture プロセスは機能せず、Oracle 
Streams の他のローカル・インストールと同時に操作できます。 

 
o アップグレードを正常に完了するには、Extract ユーザーにいくつかの追加権限

を割り当てる必要があります。これらの権限は次のとおりです。 
 

Oracle 10.2 Streams管理権限を付与するパッケージを実行します。 
exec dbms_streams_auth.grant_admin_privilege('<user>') 

logmnr_restart_ckpt$に対するINSERTを付与します。 
grant insert on system.logmnr_restart_ckpt$ to <user>; 

streams$_capture_processに対するUPDATEを付与します。 
grant update on sys.streams$_capture_process to <user>; 

'become user'権限を付与します。 
grant become user to <user>; 

11.1 と 11.2.0.1 Streams管理権限を付与するパッケージを実行します。 
exec dbms_streams_auth.grant_admin_privilege('<user>') 

'become user'権限を付与します。 
grant become user to <user>; 

11.2.0.2以降 Streams管理権限を付与するパッケージを実行します。 
exec 
dbms_goldengate_auth.grant_admin_privilege('<user>') 

ログ保持機能を使用しない場合は、Extract グループを開始する前に、Extract パラメー

タ・ファイルで新しい LOGRETENTION オプションを DISABLED に設定して、

TRANLOGOPTIONS パラメータを使用してください。 

ログ保持機能の詳細は、Oracle GoldenGate for Oracle インストレーションおよびセット

アップ・ガイド、および『Oracle GoldenGate Windows and UNIX リファレンス・ガイ

ド』の TRANLOGOPTIONS パラメータに関するドキュメントを参照してください。 

新しいOracleシーケンス・サポートのインストール 

Oracle GoldenGate バージョン 11.1.1.1 には改善されたシーケンス・サポートが含まれて

います。このサポートを有効にするには、新しい FLUSH SEQUENCE コマンドをサポー

トする、いくつかのデータベース・プロシージャをインストールする必要があります。 

ソース・システムおよびターゲット・システムで次の手順を実行してください。 

1. ソースとターゲットの Oracle システムで、SQL*Plus に SYSDBA として接続しま

す。 
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2. Oracle GoldenGate DDL レプリケーション機能をサポートするためにデータベー

ス・ユーザーをすでに割り当てた場合は、この手順を省略できます。それ以外の

場合は、両方のシステムで DDL ユーザーとしても使用できるデータベース・

ユーザーを作成します。  
 
SQL> CREATE USER DDLuser IDENTIFIED BY password;  
SQL> GRANT CONNECT,RESOURCE,DBA TO DDLuser; 

3. ソース・システムとターゲット・システムの GLOBALS ファイル(必要に応じて

作成)で、次のパラメータを追加して DDL スキーマを指定します。(すでにこの

パラメータを指定している場合は、この手順をスキップします。) 
 

GGSCHEMA <schema>  

4. 両方のシステムで、Oracle GoldenGate インストール・ディレクトリのルートから

sequence.sql スクリプトを実行します。このスクリプトは、Oracle GoldenGate プ
ロセスで使用するいくつかのプロシージャを作成します(自分では実行しないで

ください)。最初の手順で作成したスキーマ情報を確認するプロンプトが表示さ

れます。  
 
SQL> @sequence.sql  

5. ソース・システムで、updateSequence プロシージャに対する EXECUTE 権限を、

DBLOGIN コマンドの発行に使用できるデータベース・ユーザーに付与します。

このユーザーを覚えておくか記録します。プロシージャをコールする FLUSH 
SEQUENCE コマンドを発行する前に、DBLOGIN を使用してデータベースにロ

グインします。 
 
SQL> GRANT EXECUTE on DDLuser.updateSequence TO DBLOGINuser;  

6. ターゲット・システムで、replicateSequence プロシージャに対する EXECUTE 権

限を Replicat データベース・ユーザーに付与します。 
 
SQL> GRANT EXECUTE on DDLuser.replicateSequence TO Replicatuser; 

Oracle GoldenGate プロセスを最初に起動した直後に、シーケンスごとに(またはワイルド

カードで指定された名前を指定して)FLUSH SEQUENCE コマンドを発行します。このコ

マンドは、REDO データを生成するシーケンスを変更します。Replicat はこの REDO を

使用して初期同期ポイントを作成します。アップグレード手順でこのコマンドの入力を

求められます。 
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v11.1.1.0.0 からv11.1.1.1 へのアップグレード(ソース、ターゲット、ある

いはその両方) 
 

1. データベースおよびプラットフォームの新しいインストール手順に従って、

Oracle GoldenGate の v11.1.1.1 を新規ディレクトリにインストールします。サブ

ディレクトリを作成する必要はありません。プログラムが展開されるまでの手順

を完了します。サポートされるデータベースのインストール手順を参照してくだ

さい。 
 

2. (Oracle ソース・データベース)バインド・リカバリ機能が構成されている Extract 
(Oracle GoldenGate v.11.1.1 時点ではデフォルト)の場合、新しい Extract は、バイ

ンド・リカバリ・チェックポイントではなく通常の標準リカバリ・チェックポイ

ントから処理を開始することが必要な場合があります。複数のログ・ファイルに

わたる、非常に長時間実行するオープン・トランザクションがないかぎり、どの

チェックポイントを使用しても違いはありません。ただし、Extract を停止した

時点で最も古いオープン・トランザクションの最初のレコードがシステム上には

ないログにある場合、そのログまでアーカイブをすべてリストアする準備を完了

しておきます。非常に多くのログをリストアせざるを得ない状態を避けるために、

SHOWTRANS オプションを指定した SEND EXTRACT コマンドを使用して、

アップグレードする Extract に適用する長時間実行トランザクションを表示でき

ます。トランザクションのいずれかを終了できるか、強制的に証跡のままにでき

る場合、(SHOWTRANS 出力に示される)トランザクション ID をメモし、

SKIPTRANS または FORCETRANS オプションを指定した SEND EXTRACT を使

用してクリーン・アップします。 
 

GGSCI> SEND EXTRACT <group>, SHOWTRANS 
GGSCI> SEND EXTRACT <group>, SKIPTRANS <ID> [THREAD <n>] 
[FORCE]  
 

3. DDL レプリケーションを使用する場合の Oracle ソース・データベース: 再構築を

必要とする Oracle GoldenGate DDL トリガーおよびオブジェクトに対する変更が

あります。このプロシージャは新しい DDL 環境を作成しますが、DDL 履歴を削

除します。ソース構造とターゲット構造の継続性を保持するには、ソース・デー

タベースの DDL アクティビティを停止し、Replicat がターゲットに証跡内の変

更を適用できるようにします。Replicat の終了を確認するには、処理するデータ

がこれ以上ないことを示すメッセージが表示されるまで次のコマンドを発行しま

す。 
 

INFO REPLICAT <group> 
 

4. Extract および Replicat プロセスから開始し、続いて Manager プロセスの順に、

Oracle GoldenGate のすべてのプロセスを停止します。 
 
GGSCI> STOP EXTRACT <group> 
GGSCI> STOP REPLICAT <group> 
GGSCI> STOP MANAGER 
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5. (Oracle ソース・データベース)オープンの長時間実行トランザクションがある場

合、GGSCI で次のコマンドを使用して、Extract の開始時にリストアが必要にな

る可能性のある最も古いアーカイブ・ログを判断します。Recovery Checkpoint
フィールドに、リカバリに必要な最も古いログが表示されます。  

 
GGSCI> INFO EXTRACT <group>, SHOWCH 
 

6. 拡張したファイルおよびプログラムを新規ディレクトリから既存の Oracle 
GoldenGate ディレクトリに移動します。 

 
7. DDLレプリケーションを使用する場合のOracleソース・データベース: 13 ページ

の手順に従ってOracle GoldenGate DDL環境をクリーンな状態に再構築してから、

この手順に戻ります。 
 

8. DB2 z/OS での Oracle GoldenGate のアップグレード: APF で特権 API の使用が認

可されるよう、Extract プロセスとその DLL の"a"属性の再設定が必要になる場合

があります。詳細は、Oracle GoldenGate for DB2 z/OS のインストレーションおよ

びセットアップ・ガイドのインストール手順に関する項を参照してください。  
 

9. Manager から開始し、続いて Extract および Replicat の順に、Oracle GoldenGate の
すべてのプロセスを起動します。 

 
GGSCI> START MANAGER 
GGSCI> START EXTRACT <group> 
GGSCI> START REPLICAT <group> 

 
10. ログ・ファイルをリストアする必要がある場合、Extract はリストアが必要なロ

グを示すエラーで異常終了します。ログをそのログまでリストアし、Extract を
再起動します。 

 
11. (Oracle、シーケンスをレプリケートしている場合) Replicat がシーケンスの同期

に使用する REDO を生成するには、Etract を開始した直後に次のコマンドを発行

します。シーケンスの名前のいずれかまたはすべての文字に、アスタリスク・ワ

イルドカードを使用できます(所有者には使用できません)。 
 

FLUSH SEQUENCE <owner.sequence> 

v10.4.xからv11.1.1.1 へのアップグレード(ソース、ターゲット、あるいは

その両方) 
 

1. データベースおよびプラットフォームの新しいインストール手順に従って、

Oracle GoldenGate の v11.1.1.1 を新規ディレクトリにインストールします。サブ

ディレクトリを作成する必要はありません。プログラムが展開されるまでの手順

を完了します。サポートされるデータベースのインストール手順を参照してくだ

さい。 
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2. DDL レプリケーションを使用する場合の Oracle ソース・データベース: Oracle 
GoldenGate DDL トリガーおよびオブジェクトに対する多くの変更があり、再構

築が必要です。このプロシージャは新しい DDL 環境を作成しますが、DDL 履歴

を削除します。ソース構造とターゲット構造の継続性を保持するには、ソース・

データベースの DDL アクティビティを停止し、Replicat がターゲットに証跡内

の変更を適用できるようにします。Replicat の終了を確認するには、処理する

データがこれ以上ないことを示すメッセージが表示されるまで次のコマンドを発

行します。 
 
INFO REPLICAT <group> 

 
3. Extract および Replicat プロセスから開始し、続いて Manager プロセスの順に、

Oracle GoldenGate のすべてのプロセスを停止します。 
 
GGSCI> STOP EXTRACT <group> 
GGSCI> STOP REPLICAT <group> 
GGSCI> STOP MANAGER 

 
4. 拡張したファイルおよびプログラムを新規ディレクトリから既存の Oracle 

GoldenGate ディレクトリに移動します。 
 

5. SQL/MX での Oracle GoldenGate のアップグレード: チェックポイント・ストレー

ジ形式の内部的な変更には、次の手順を実行する必要があります。 
 

 (トランザクション・ログを読み取る)プライマリ SQL/MX Extract プロセ

スを新しい証跡シーケンス番号に変更します。 
  

ALTER EXTRACT <group name> ETROLLOVER 
 

 プライマリ SQL/MX Extract に対して DETAIL を指定した INFO 
EXTRACT コマンドを発行して、証跡シーケンス番号を確認します。  

 
INFO EXTRACT <group name>, DETAIL 

 
 開始する関連 Extract データ・ポンプと Replicat プロセスを新しい証跡

シーケンス番号に再配置します。 
   

ALTER EXTRACT <pump name>, EXTSEQNO <seqno>, EXTRBA <RBA> 
ALTER REPLICAT <group name>, EXTSEQNO <seqno>, EXTRBA <RBA> 

 
 Oracle GoldenGate インストール・ディレクトリから、プライマリ

SQL/MX Extract に対して convchk プログラムを実行して、チェックポイ

ントを新しい形式に変換します。 
  

./convchk <Extract group name> 
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注意: チェックポイントが変換されない場合、プライマリ SQL/MX Extract プ
ロセスは起動時に異常終了し、トランザクション・ログのすべてのデータが

無視されます。 

6. DDLレプリケーションを使用する場合のOracleソース・データベース: 13 ページ

の手順に従ってOracle GoldenGate DDL環境をクリーンな状態に再構築してから、

この手順に戻ります。 
 

7. DB2 z/OS での Oracle GoldenGate のアップグレード: APF で特権 API の使用が認

可されるよう、Extract プロセスとその DLL の"a"属性の再設定が必要になる場合

があります。詳細は、Oracle GoldenGate for DB2 z/OS のインストレーションおよ

びセットアップ・ガイドのインストール手順に関する項を参照してください。  
 

8. Manager から開始し、続いて Extract および Replicat の順に、Oracle GoldenGate の
すべてのプロセスを起動します。 

 
GGSCI> START MANAGER 
GGSCI> START EXTRACT <group> 
GGSCI> START REPLICAT <group> 

 
9. (Oracle、シーケンスをレプリケートしている場合) Replicat がシーケンスの同期

に使用する REDO を生成するには、Etract を開始した直後に次のコマンドを発行

します。シーケンスの名前のいずれかまたはすべての文字に、アスタリスク・ワ

イルドカードを使用できます(所有者には使用できません)。 
 

FLUSH SEQUENCE <owner.sequence> 

バージョン 10.0.x以前からv11.1.1.1 へのアップグレード 

ここに記載されている説明は v10.4.x より前(v10.0.x を含む)のバージョンの Oracle 
GoldenGate からアップグレードする場合にのみ適用されます。 

z/OSにおける正しい順序でのアップグレード 

ここに記載されている説明は DB2 for z/OS に対する Oracle GoldenGate のアップグレー

ドで、v9.5 以前からアップグレードする場合にのみ適用されます。次の手順はアップグ

レードを適用する正しい順序を確認するためのガイドラインとなります。z/OS の DB2
で v10.0.x からアップグレードする場合は、この手順をスキップします。 

1. z/OS 以外のターゲットにデータを移動する z/OS ソース・システム上の Oracle 
GoldenGate をアップグレードする場合、最初にターゲット・システムをアップ

グレードしてからソース・システムをアップグレードします。コンポーネントの

パラメータの変更は必要ありません。(アップデート前の)古いデータをすべて処

理した後に、ASCIITOEBCDIC パラメータまたは EBCDICTOASCII パラメータを

削除できます。 
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2. NonStop ターゲットにデータを移動する z/OS ソース・システム上の Oracle 
GoldenGate をアップグレードする場合、最初にソース・システムをアップグ

レードします。Replicat のパラメータの変更は必要ありませんが、NonStop シス

テムの Replicat は自動変換を実行しないため、Extract では次の変更が必要です。 
 

 データ・ポンプを使用しない場合または PASSTHRU パラメータを指定し

てデータ・ポンプを使用する場合は、アップグレード後に Extract を再起

動する前に、EBCDICTOASCII をプライマリ Extract パラメータ・ファイ

ルに追加します。 
 

 NOPASSTHRU を指定してデータ・ポンプを使用する場合(デフォルト)は、

アップグレード後に Extract を再起動する前に、EBCDICTOASCII をデー

タ・ポンプ・パラメータ・ファイルに追加します。プライマリ Extract の
変更は必要ありません。 

 
 z/OS ターゲットにデータを移動する NonStop ソース・システム上の

Oracle GoldenGate をアップグレードする場合、どんな順序でもアップグ

レードできます。ただし、NonStop での Extract は現在証跡に文字形式を

書き込めないため、Replicat では継続してパラメータ ASCIITOEBCDIC が

必要です。 

v10.0.x以前からのターゲットのみアップグレードする手順 
 

1. データベースおよびプラットフォームの新しいインストール手順に従って、

Oracle GoldenGate の v11.1.1.1 を新規ディレクトリにインストールします。サブ

ディレクトリを作成する必要はありません。プログラムが展開されるまでの手順

を完了します。サポートされるデータベースのインストール手順を参照してくだ

さい。 
 

2. Replicat、Manager の順に停止します。 
 
GGSCI> STOP REPLICAT <group> 
GGSCI> STOP MANAGER 

 
3. BATCHSQL の CACHESTATEMENTS オプションが Replicat パラメータ・ファイ

ルで使用されている場合は、これを削除します。 
 

4. 拡張したファイルおよびプログラムを新規ディレクトリから既存の Oracle 
GoldenGate ディレクトリに移動します。  

 
5. Manager、Replicat の順に起動します。 

 
GGSCI> START MANAGER 
GGSCI> START REPLICAT <group> 
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v10.0.x以前から、ソースのみまたはソースとターゲットの両方をアップグレー

ドする手順 

Oracle GoldenGate v10.4.x で Extract および証跡の形式に影響を与える機能の大幅な変更

がありました。これは v11.1.1.1 にも含まれています。v10.0.x (10.4 より前の最新バー

ジョン)から v11.1.1.1 に直接アップグレードするには、次の手順に従います。 

 
1. データベースおよびプラットフォームの新しいインストール手順に従って、

Oracle GoldenGate の v11.1.1.1 を新規ディレクトリにインストールします。サブ

ディレクトリを作成する必要はありません。プログラムが展開されるまでの手順

を完了します。サポートされるデータベースのインストール手順を参照してくだ

さい。 
 

2. DDL レプリケーションを使用する場合の Oracle ソース・データベース: Oracle 
GoldenGate DDL トリガーおよびオブジェクトに対する多くの変更があり、再構

築が必要です。このプロシージャは新しい DDL 環境を作成しますが、DDL 履歴

を削除します。ソース構造とターゲット構造の継続性を保持するには、ソース・

データベースの DDL アクティビティを停止し、Replicat がターゲットに証跡内

の変更を適用できるようにします。Replicat の終了を確認するには、処理する

データがこれ以上ないことを示すメッセージが表示されるまで次のコマンドを発

行します。 
 
INFO REPLICAT <group> 
 

3. Extract および Replicat プロセスから開始し、続いて Manager プロセスの順に、

Oracle GoldenGate のすべてのプロセスを停止します。 
 
GGSCI> STOP EXTRACT <group> 
GGSCI> STOP REPLICAT <group> 
GGSCI> STOP MANAGER 

 
4. 拡張したファイルおよびプログラムを新規ディレクトリから既存の Oracle 

GoldenGate ディレクトリに移動します。 
 

5. DDLレプリケーションを使用する場合のOracleソース・データベース: 13 ページ

の手順に従ってOracle GoldenGate DDL環境をクリーンな状態に再構築してから、

この手順に戻ります。 
 

6. DB2 z/OS での Oracle GoldenGate のアップグレード: APF で特権 API の使用が認

可されるよう、Extract プロセスとその DLL の"a"属性の再設定が必要になる場合

があります。詳細は、Oracle GoldenGate for DB2 z/OS のインストレーションおよ

びセットアップ・ガイドのインストール手順に関する項を参照してください。  
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7. すべての Extract パラメータ・ファイルから TRANSMEMORY パラメータを削除

します。これは NonStop SQL/MX および z/OS 以外のすべてのプラットフォーム

に適用されます。 
 

8. BATCHSQL の CACHESTATEMENTS オプションが Replicat パラメータ・ファイ

ルで使用されている場合は、これを削除します。 
 

9. Manager プロセスを起動します。  
 
GGSCI> START MANAGER 

 
10. ターゲットを v11.1.1.1 にアップグレードしない場合: RMTTRAIL パラメータに

FORMAT RELEASE オプションを含めるよう、ターゲット(通常はデータ・ポン

プだが、プライマリ Extract の場合もある)にデータを送信している Extract を変更

します。これにはオンライン Extract と初期ロード Extract が含まれます。これに

よって、新しいバージョンの Oracle GoldenGate 書込みがダウンストリーム

Oracle GoldenGate 環境との下位互換性に対応し、ダウンストリーム Replicat が
データを処理できるようになります。  

 
RMTTRAIL <trail> FORMAT RELEASE {9.0 | 9.5 | 10.4} 

 
11. 新しい Oracle GoldenGate 証跡ヘッダーが v10 に追加されました。この新しい形

式に正常に切り替えるには、該当する Extract およびデータポンプ・グループの

すべてに次のコマンドを発行して、各証跡をロール・オーバーします。 
 

ALTER EXTRACT <group>, ETROLLOVER  
 

12. Extract およびデータポンプ・グループをすべて起動します。 
 
GGSCI> START EXTRACT <group> 
 

13. (Oracle、シーケンスをレプリケートしている場合) Replicat がシーケンスの同期

に使用する REDO を生成するには、Etract を開始した直後に次のコマンドを発行

します。シーケンスの名前のいずれかまたはすべての文字に、アスタリスク・ワ

イルドカードを使用できます(所有者には使用できません)。 
 
FLUSH SEQUENCE <owner.sequence> 

(Oracle)クリーンな状態へのOracle DDL環境の再構築 

この手順では、Oracle GoldenGate v11.1.1.1 へのアップグレードの準備として、Oracle 
GoldenGate DDL オブジェクトを完全に削除してから再インストールします。  

1. ソースの Oracle GoldenGate プロセスを停止した後、ディレクトリを Oracle 
GoldenGate インストール・ディレクトリに変更します。 

 
2. SQL*Plus を実行し、SYSDBA 権限を持つユーザーとしてログインします。 
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3. それ以前に DDL を発行したすべてのセッションを切断します。それを行わない

場合、データベースで ORA-04021 エラーが生成される可能性があります。  
 

4. ddl_disable スクリプトを実行して DDL トリガーを無効にします。  
 

5. ddl_remove スクリプトを実行して、Oracle GoldenGate DDL トリガー、DDL 履歴

とマーカー表、およびその他の関連オブジェクトを削除します。このスクリプト

により、デバッグに必要な場合にスクリプトの出力を記録する

ddl_remove_spool.txt ファイル、および現在のユーザー環境設定を記録する

ddl_remove_set.txt ファイルが生成されます。 
 

6. marker_remove スクリプトを実行して、Oracle GoldenGate マーカー・サポート・

システムを削除します。このスクリプトにより、デバッグに必要な場合にスクリ

プトの出力を記録する marker_remove_spool.txt ファイル、および

marker_remove_set.txt ファイルが生成されます。 
 

7. marker_setup スクリプトを実行して、Oracle GoldenGate マーカー・サポート・シ

ステムを再インストールします。Oracle GoldenGate スキーマの名前を入力するよ

う求められます。  
 

8. ddl_setup スクリプトを実行します。次を入力するよう求められます: 
 Oracle GoldenGate DDL スキーマの名前。 
 インストール・モード。INITIALSETUP モードを使用します。このモー

ドは新しいオブジェクトを作成する前に、既存の DDL オブジェクトを削

除してから再作成します。 
 

9. role_setup スクリプトを実行して、Oracle GoldenGate DDL ロールを再作成します。 
 

10. 作成したロールを、Oracle GoldenGate プロセス(Extract、Replicat、GGSCI および

Manager)を実行するすべての Oracle GoldenGate ユーザーに付与します。プロセ

スに複数のユーザー名がある場合は、複数回付与が必要になる場合があります。 
 

11. ddl_enable.sql スクリプトを実行して、DDL トリガーを有効にします。 
 

12. 実行中のアップグレード手順に戻ります。 

カスタマ・サポート 
Oracle GoldenGateは、適切なタイミングで高品質のサービスをすべての顧客に提供でき

るよう全力で取り組んでいます。オラクル社のサポート・アナリストには電子メールで

連絡できます。また、電話やインタラクティブなオンライン・サポート・セッションに

より、直接サポートを受けることも可能です。サポートの連絡先情報については、

http://support.oracle.comにアクセスしてください。 

http://support.oracle.com/�
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